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沢

会津歴史ガイド№211
Aidu history guide

図・写真・文 Ⓒ石田明夫 問合せ ℡・Fax 0242-24-3423
メール・ホームページ「考古学から見た会津の歴史」で検索

十
七
番
、
中
ノ
明

十
八
番
、
滝
沢

「

参
り
来
て

浮
世
を

こ
こ
に

忘
れ
置
く

心
及
ば
ぬ広

沢
の
月
」

曹
洞
宗

広
沢
山

国
性
寺

会
津
若
松
町
北
町
大
字
中
沢
字
平
沢
四
一
九

本
尊

聖
観
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

湯
川
と
今
は
無
い
応
湖
川
が
神
指
町
の
高
瀬

で
合
流
し
、
広
く
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
広
沢

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
後
に
平
沢
と
呼
ば
れ

当
時
は
、
西
二
百
㍍
の
墓
地
に
寺
が
あ
り
ま
し

た
。
文
禄
元
年(

一
五
九
二)

に
林
郭
と
い
う
僧

が
建
立
し
、
本
尊
は
釈
迦
如
来
像
で
す
。
観
音

堂
に
は
、
一
尺
二
寸
の
聖
観
音
立
像
が
安
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

「

参
る
よ
り

頼
み
を

か
け
し

観
世
音

沼
木
の
沼
に

う
か
ぶ
水
鳥
」

真
言
宗

明
吉
山

密
蔵
院

観
音
寺

会
津
若
松
町
北
町
中
ノ
明

本
尊

聖
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

三
十
三
観
音
の
中
間
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
中

ノ
明
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
天
文
中(

一
五
三

二
～
五
四)

宥
栄
と
い
う
僧
が
中
興
し
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
北
の
屋
敷
集
落
西
に
あ
っ
た

「
沼
木
の
沼
」
に
毎
夜
、
光
明
が
あ
り
、
村
人

が
沼
を
探
る
と
木
の
中
に
一
尺
八
寸
の
観
世
音

像
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
堂
が
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
戊
辰
戦
争
で
焼
か
れ
て
い
ま
す
。

「

滝
沢
の

落
ち
て

流
る
る

滝
の
水

か
か
る
末
ず
え

弥
勒
な
る
ら
ん
」

一
箕
山

瀧
沢
寺

会
津
若
松
市
一
箕
町
滝
沢

本
尊

聖
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

な
し
、
路
上
駐
車

ト
イ
レ

な
し

元
は
、
会
津
若
松
市
一
箕
町
の
一
箕
山
に
あ

る
八
幡
神
社
境
内
に
あ
り
ま
し
た
。
今
で
も
、

拝
殿
の
西
に
堂
が
残
っ
て
い
ま
す
。
明
治
の
廃

仏
毀
釈
に
よ
り
、
一
時
は
姫
神
社
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
現
在
地
に
建
て
ら
れ

ま
す
。
東
側
に
は
、
修
験
者
が
滝
修
行
に
使
用

し
た
不
動
滝
が
あ
り
ま
す
。

堂前に駐車。集落内道路狭し。寺は「国姓
寺」ではなく「国性寺」、「平沢の月」は
「広沢の月」が正しい。

堂前に駐車。

砂利道に駐車。山中・川底の道を徒歩10
分。


